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笠松の偉人
シリーズ③

畑繋神社にまつられた名代官  酒井 七左衛門
―松枝輪中を守った畑繋堤の大恩人―

さか い しち ざ え もん
はた つなぎ

門間の慈眼寺にあるお墓

　畑繋神社は岐阜市柳津町のカラフルタウン東側
にあります。この神社にまつられている一人は、尾
張藩北方奉行所の名代官 酒井 七左衛門です。
　木曽三川の下流域の人 を々水害から救うために、
薩摩義士によって行われた命がけの宝暦治水は
あまりにも有名です。この工事のおかげで西濃地
域の水害は激減しました。しかし、松枝輪中では工
事後、川の水が逆流し洪水の被害にあうようになり
ました。このため輪中の農民は堤防を造ることを許
可して欲しいと、奉行所に願い出ました。しかし、近
隣の輪中の人々から強い反対を受けたため、許可
はされませんでした。松枝輪中の農民４人が北方
奉行所に強訴しましたが、投獄され獄死しました。
松枝輪中の農民は正式な堤防を造ることが許され
ないので、畑と畑を盛り土で繋いで堤防を造りまし
た。１８７０年に農民の執念とも言べき畑繋堤の長さ
は１６００ｍにもなりました。近隣の輪中の人々は代

官に強く抗議しました。しかし、酒井代官は「流れた
土を元に戻しているだけだ。」という松枝輪中の農
民の主張を認め、築堤を黙認しました。この事態を
ただすため、江戸幕府は酒井代官を召喚しました。
酒井代官は「松枝輪中だけを水害で苦しめてはい
けない。」と主張しました。幕府は酒井代官のとった
行動を賞賛し、堤防を造ることを許可しました。この
ように酒井代官が信念を貫いたことを讃え、松枝輪
中の人々は｢畑繋大宮神｣
を建立し、畑繋堤の大恩
人を今でもおまつりしてい
ます。
 （詳しく知りたい方は笠松
町のホームページの道徳
のまち笠松のバナーをクリッ
クし「モラルセンス一覧」の
No.１２を参照願います。）
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